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HTDMAおよび CCNカウン タに よ る大気エ ア ロ ゾル 粒子の

　　　　　　　吸湿性 ・雲 凝結核活 性の 測 定

＊持田陸宏 （名大院環境）

1．は じめ に

　大気 エ ア ロ ゾ ル 粒 子 の 吸湿性 ・雲 凝結核 （CCN ）

活性 は、それ を核 とす る雲粒 生成 に影響す る重要 な

特性 で あ り、それ ゆえ大気放射にお け る エ ア ロ ゾル

の 間接効果 とも密接に 関係 し て い る 。 近年、Petters
and 　Kreidenweis（2007）に よ りK −K6hler理 論が 提唱

され て 以来、こ の 理 論に 基 づ く エ ア ロ ゾル の 吸湿 性

パ ラ メ ータ K が 報告 され る よ うに な り、エ ア ロ ゾル

の 吸湿性 ・CCN 活性 の 理解が進ん で い る 。

　 しか しなが ら、エ ア ロ ゾル の 種類 に よ り どの よ う

なK 値を持 つ の か、異なるK 値を持 つ 粒子 が大気 中に

お い て どの よ うに 混合 し て い る の か、こ れ らの 知見

は 未だ十分で は な い 。また、K 値に よ る 単純化に よ

り、どこ ま で実大気の粒子の 挙動を表現で きる の か、

十分な検討が 必 要で あ る 。 本講演で は 、こ れ らの ト

ピ ッ ク ス に 関係する 、 我 々 の グル
ー

プ で行 っ て い る

大気観測の 取 り組み を紹介す る ．

2．吸湿成長係数の測定

　我 々 は こ れ まで 、吸湿 タ ン デ ム 微分型電気移動度

分析器 （HTDMA ）を用い て 、大気エ ア ロ ゾル の 吸

湿成長係数の 測定を名古屋 （都市域）、和 歌山 （森

林域）、西部北太平洋 （海洋域）、沖縄 （汚染性気

塊の 受容域） に お い て行 っ て きた （Mochida　et　a1．
，

2010 ；2011）。吸湿成長係数は、乾燥状態 の 粒子直径

に対する加湿時 （我 々 の 大気観測 で は相対湿 度 85％）

の 粒 子直径の 比 で 表理 され る。

　 こ れ らの 大気観測にお ける吸湿性測定の
一

つ に、
一

定 の 湿度条件に おけ る特定 （
一

つ ／複数）の 乾燥

粒径を持つ 粒子 に 対す る吸湿成長係数の分布の 取得

がある。名古屋で 得られた こ の 測定法のデー
タの 解

析で は 、エ ア ロ ゾル 質量分析計 （AMS ）を用 い て得

られ た 化学組成 の データ を用 い て 、有機物 ・無機物

の 粒子 の吸湿性 に対す る寄与の 見積 も りを行 っ た。

また 、HTDMA をエ ア ロ ゾル 粒子 の 選別 装置 と し て

利 用 し、乾燥粒径 お よ び 吸湿成長選別 で 選 別 した 粒

子 の CCN 割合や化学組成の 情報を得 る取 り組み も

行 っ た （図）。
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図．HTDMA と AMS を用 い て 粒 径 別 ・吸 湿 成 長 度 別 の

　 粒 子 組成 を 測 定す るシ ス テ ム．J

　 3．雲凝結核活性の測 定

　　 大気中に存在する CCN を調べ る方法 と し て 、あ

　 る水蒸気過 飽和度の 条件にお い て 、CCN の濃度の 時

　 系列デー
タを得 る方法 があ る。 しか し、こ の 方法に

　 よ り得られ る情報か ら 、 粒子 の CCN 活性 の 詳細を

　 把握する こ とは 困難だ と考 えられ る 。 我 々 は 、
こ れ

　 ま で の 大気 観測の い くつ か で 、CCN カ ウン タ を用 い

　 て 乾燥粒径別 に CCN の 割合 （CCN 効率 ス ペ ク トル ）

　 を取得 し、それ をも とに エ ア ロ ゾル の CCN 活性を

　 評価す る取 り組 み を行 っ て い る。また、HTDMA に

　 よ っ て限定された範囲 の 吸湿性を持つ 粒子 を抽出 し

　 た 上 で CCN 効率 ス ペ ク トル に相 当す るデー
タを取

　 得 し て 吸湿性 と CCN 活性 の 関係 を解析 して い る。

　　 エ ア ロ ゾル粒子 の CCN 活 性 の 解析には 、 水 蒸気

　 未飽和 の状態で 得 られ た吸湿 成長係 数か ら計算 され

　 る 吸湿性 パ ラ メ
ー

タK と 、 あ る 水蒸気 過飽 和度 にお

　 け る CCN 活性化粒径 か ら計算 され る K の 比 較 が 含 ま

， れ る。それ ぞれ の K 値に は、表面張力 な ど の 因 子が

　 異 なる程度で 関与 して い る可能性があ り、2 通 りの

　 方法 で 得 られ るK 値 の 比較は、値の 妥 当性や、K 値に

　 影響す る因子 の 寄与 を把握す る上で有用 で ある。 こ

　 の ほかに、名古屋にお ける観測 で得 られ た HTDMA

　 デ
ー

タを利用 し 、 雲パ ー
セ ル モ デル に よ っ て 雲粒 の

　 生成を粒子 の 外部混合状態 の 視点か ら調べ る 取 り組

　 み も進め て い る。

　 4．ま とめ

　　 我 々 の グル
ープでは こ れ まで、解析 目的を特化 し

　 た測定方法 を採 用 した大気集中観測 に基 づ き、エ ア

　 ロ ゾル の吸湿性 ・CCN 活性の 知見を得て きた。これ

　 らの特性 と粒子組成の 関係付けや、粒子混合状態 と

　 結び つ けた 特性の 把握は未だ に 十分とは言えず、同

　 様の 大気観測
・解析の 重要性は 引き続 き高い 。

一
方

　 で 、エ ア ロ ゾル の 混合状態 とともに把握 され る吸湿

　 性 ・雲凝結核活性 の 情報 を も と に 、大気観測サ イ ド

　 か らモ デル 研 究に対 し て どの よ うな貢 献 が 可能 な の

　 か 、検討を行 うこ とも重要で あ ろ う。
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